
★鶴岡市出身作家 

●藤沢周平 

『たそがれ清兵衛』『蝉しぐれ』 など 

●丸谷才一 

『思考のレッスン』『たった一人の反乱』など 

●高山樗牛 

『滝口入道』『美的生活を論ず』 

●佐藤賢一 

『王妃の離婚』『ナポレオン』 など 

●田沢稲舟 

『しろばら』『小町湯』など 

★鶴岡市出身の絵本作家 

●つちだよしはる 

『はじめてのあいうえお』『うたえほん』など 

●さとうまりこ 

『とげとげ』『ランプのあかり』など 

●菊池清 

『いちねんのりんご』『サンタのおまじない』など 

★鶴岡市出身の著名人 

●酒井忠明（酒井家 21代当主、歌人） 

『歌集みちのく』『相生抄』など 

●渡部昇一（評論家） 

『知的生活の方法』『渡部昇一の快老論』など 

●今井繁三郎（画家） 

『随筆集 雑言』『今井繁三郎画集』など 

 

●山崎誠助（劇作家） 

『くさの花』『うぐいす』など 

            ・・・他多数 

★鶴岡市関係の作家など 

●森敦（旧朝日村で作品を執筆） 

『月山』『われ逝くもののごとく』など 

●横光利一（妻が鶴岡市出身） 

『春は場所に乗って』『上海』など 

●佐々木邦（晩年鶴岡市に疎開） 

『愚弟賢兄』『求婚三銃士』など 

●村田沙耶香（親族が鶴岡市出身） 

『コンビニ人間』『大丈夫な人』など 

」 
 

                                          

       

               

                    

  

 

丸谷才一生誕 100 年イベント開催中！ 
 

このたびタイトルにある通り鶴岡市出身で日本を代表する小説家、そして翻訳、対談、書評、俳句などさまざまな分野で活躍
した丸谷才一氏の生誕 100年のイベントを鶴岡市で開催しています。図書館２階にある郷土資料館では、丸谷氏のご功績と
鶴岡とのつながりを紹介する丸谷才一展を開催しています（9/28 まで）。 
展示の中では、丸谷才一氏が母校・朝暘第一小学校に宛てた手紙や、鶴岡市出身の作家・佐藤賢一氏が丸谷氏にあてた
追悼文も展示しておりますが、どちらも心にグッとくるものがあります。また、丸谷氏が荘内中学校時代に書いた文章も一部展
示しており、作家としてデビューする前の貴重な作品もご覧いただけます。 
丸谷才一氏の「思考のレッスン」では、鶴岡でのエピソードとして、氏の中 

学校時代に「市立図書館というものが一応はありましたけれど、本はまったく 
貧弱でね。しかも、図書館の司書が、本を貸してくれない。」ということが紹介 
されています。その図書館で展示を開催しているわけですから、氏も思いもよ 
らないことだと思います。もちろん今は本を貸さないとかはないので安心して 
ください。 
さて、鶴岡市は丸谷氏を始め、多くの作家や著名人のゆかり地であります。 
そういった作家や著名人が感じていた情景を想像しながら、作品を読むとよ 
り楽しめるかもしれません。 
今回は、鶴岡市出身、関係の作家、著名人の作品を紹介します。 

 

図書館にある「鶴岡市出身、関係作家、著名人の本」（一部をご紹介します） 

令和７年９月１日 

鶴岡市立図書館 

鶴岡市郷土資料館 

〒997-0036 

鶴岡市家中新町 14-7 

ＴＥＬ （図）２５-２５２５ 

    （郷）２５‐５０１４ 

ＦＡＸ    ２５-２５２６ 
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丸谷才一展示 図書館２階で開催中です。 
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◎児童書 
●なんとかなる本 ５   (令丈 ヒロ子) 

◎絵本 
●うさぎかぶしきがいしゃ 

(ふくなが じゅんぺい) 

●こめたのきょうとみーつけた(ふくだ のぞみ) 

●ひとつひとつのいのちに 

(マーラ・フレイジー) 

●まんいんでーす！     (平田 景) 

●３つのいしころ     (オリヴィエ・タレック) 

●おっ！        (高畠 純) 

●ドーナツづくりはたいへん！ (種村 有希子) 

●くも   (しおたに まみこ) 

●まよなかのかくれんぼ 

(ケイティー・メイ・グリーン) 

●ウサギのおやっさんのカレーやさん 

(キューライス) 

◎小説・エッセイ 
●サムライ漂海記     (天野 純希) 

●その血は瞳に映らない     (天祢 涼) 

●花咲く街の少女たち     (青波 杏) 

●最後のあいさつ     (阿津川 辰海) 

●抹殺ゴスゴッズ   (飛鳥部 勝則) 

●明日の幽霊は踊らない    (赤川 次郎) 

●サバイブ！     (岩井 圭也) 

●鎌倉茶藝館     (伊吹 有喜) 

●森栄莞爾と十二人の父を知らない子供たち 

(逸木 裕) 

●ＨＩＰＳ 機械仕掛けの箱舟   (岡崎 琢磨) 

●あなたが僕の父   (小野寺 史宜) 

●リクと暮らせば      (大崎 梢) 

●酒亭ＤＡＲＫＮＥＳＳ     (恩田 陸) 

●天下の値段     (門井 慶喜) 

●暴走正義     (下村 敦史) 

●誘拐劇場      (潮谷 験) 

●魔法律学校の麗人執事 １  (新川 帆立) 

●ひきこもり家族     (染井 為人) 

●ふたりの歌川      (武内 涼) 

●今日未明     (辻堂 ゆめ) 

●新・教場 ２     (長岡 弘樹) 

●みんなで決めた真実     (似鳥 鶏) 

●飛博       (楡 周平) 

●一橋桐子〈７９〉の相談日記  (原田 ひ香) 

●百年の時効     (伏尾 美紀) 

●イノセンス     (誉田 哲也) 

●本でした     (又吉 直樹) 

●おふうさま     (諸田 玲子) 

●９月１日の朝へ   (椰月 美智子) 

●激しく煌めく短い命     (綿矢 りさ) 

●誰でも、みんな知っている(高橋 源一郎) 

●ザ・エッセイ万博(万城目 学) 

●慵斎叢話 １(成 俔) 

◎実用書 

●図解まるわかりコンピュータのしくみ 

(前山 和喜) 

●ゆるゆる稼げるＷｅｂライティングのお仕事 

はじめかたＢＯＯＫ       (ゆらり) 

●大学生に衝撃と感動を与えた 

「カントの道徳」講義録    (夏目 研一) 

●運を超えていく     (藤堂 ヒロミ) 

●比叡山     (景山 春樹) 

●第二次世界大戦   (山上 正太郎) 

●「キノコ雲」の上と下の物語   (原田 小鈴) 

●財務省の秘密警察      (大村 大次郎) 

●お隣の非正規公務員    (川村 雅則) 

●だれでも防災         (鍵屋 一) 

●地震に強い収納のきほん     (松永 りえ) 

●最新教育費と奨学金の基本と 

仕組みがよ～くわかる本    (石橋 知也) 

●ハーバード生たちに学んだ「好き」と「得意」を

伸ばす子育てのルール１５ (廣津留 真理) 

●アジア・ファースト(エルブリッジ・Ａ．コルビー) 

●帝国陸海軍の８０人 陸軍篇 

●後悔しないお別れのために 

３３の大切なこと     (永井 康徳) 

●子どもをうまく愛せない親たち (橋本 和明) 

●「使い切る」ソーイングと暮らし 

(美濃羽 まゆみ) 

●父と息子のスキンケア      (高殿 円) 

●スーパーの食材で作る世界の卵料理 

(青木 敦子) 

●お豆腐、今日はどう食べる？  (石原 洋子) 

●使い切れない農地もっと活用読本 続 

(農山漁村文化協会) 

●レアベジ(藤田 智) 

●地図で読み解く日本の新交通システム(川島 

令三) 

リクエスト・予約開始は ９月１２日（金） です 

 

＝先月結果発表された賞＝ 

第 13回ハヤカワＳＦコンテスト 

優秀賞 

『摂氏千度、五万気圧』 

関元聡 
 
SF ジャンルをリードしてきた早川書房が主

催するコンテスト。広義の SFで自作未発表

作品のみ応募できる。優秀賞受賞作は 2025

年 12月に単行本で刊行予定。 

 

受賞歴のある現在活躍中の作家 

小川哲・柴田勝家 
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９月の新着案内 
  

 


